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• では、2019年3月期第２四半期の業績、
2019年3月期の業績予想、を説明させて頂きます。
「ご参考資料」は、のちほどご覧ください。
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• まず、2019年3月期第２四半期の業績を説明します。



• グループ連結の業績です。

• 主要顧客の大手製造業で、技術開発投資を持続された
ため、連結売上高の9割以上を占めるエンジニアリングソ
リューション事業が、業績をけん引し、
売上高は、前年同期比3.8％増収の476億21百万円、
営業利益は、前年同期比7.1％増益の58億27百万円となりま
した。

• 四半期純利益は、前期の本社移転費用などのような
特別損失がないため、
前年同期比10.2％増益の38億85百万円となりました。
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• グループ・セグメントの業績は記載の通りです。

• エンジニアリングソリューション事業は
前年同期比で売上高は、3.8％の増収、
営業利益は、7.2％の増益となりました。

• エンジニア紹介事業は、メイテックネクストの紹介者数増加
を背景に、増収増益を達成できました。
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• メイテック単体の業績です。

• 稼働人員数の増加、平均対価の上昇などにより、
売上高は、前年同期比1.6％増収の361億16百万円、
営業利益は、4.8％増益の46億44百万円、
四半期純利益は、5.6％増益の38億8百万円となりました。

• 稼働率は、今年4月入社の新卒エンジニア社員数が
前期より多かったため、
前年同期比で▲0.6％低下の96.2％となりました。

• なお、稼働時間は、前年同期比、期初予想比共に
▲0.12時間低下しました。
詳細は、のちほど説明します。
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• メイテックフィルダーズの業績です

• 稼働人員数の増加などを主因に、
売上高は、前年同期比14.1％増収の93億14百万円、
営業利益は、20.0％増益の8億12百万円、
四半期純利益は、21.4％増益の5億61百万円となりました。

• 稼働率は、今年4月入社の新卒エンジニア社員数が前期より
少なかったため、
前年同期比＋0.7％増加の94.8％となりました。

• 稼働時間は、メイテック同様、低下が見られましたが
詳細は、のちほど説明します。
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• メイテック、メイテックフィルダーズの売上高の
対前年同期の増減内訳です。

• 両社ともに増収の主な要因は、「稼働人員数の増加」、
特にメイテックでは「平均対価による増加」であり、
その影響額は、記載の通りです。
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• グループのエンジニア社員数の推移です。

• 2018年9月末のエンジニア社員数は、
前年9月末比＋451名、＋4.9％増の9,563名となりました。

• メイテック、メイテックフィルダーズ共に着実に増員できてい
ます。
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• 続いて、メイテック単体のエンジニア社員数の推移です。

• 2018年9月末のエンジニア社員数は、
前年9月末比＋161名、＋2.4％増の7,011名となりました。

• 中期経営計画で掲（かか）げた、2020年3月末のエンジニア
社員数の目標7,400名まで、あと約400名です。
依然として厳しい採用環境が続いていますが、
様々な方策を講じて、応募者獲得力の強化を図ること、応
募者の方々の志向を大切にした活動を展開し、
エンジニア社員数の増員を進めて参りたいと考えています。
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• メイテックフィルダーズのエンジニア社員数の推移です。

• 2018年9月末のエンジニア社員数は、
前年9月末比＋290名、＋12.8％増の2,552名となりました。

• 中期経営計画で掲（かか）げた
2020年3月末のエンジニア社員数の目標2,800名まで、
あと約250名です。
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• 続いて、採用の状況です。

中途採用は、技術者の求人ニーズに衰えは見られません。

そして、採用環境は厳しい状況が継続していますが、受注動向に則して

「質を重視」し、採用基準を保持しながら、採用に注力しています。

なお、採用は概ね計画通りに推移しているため、年間の採用目標の変更は

行いません。

• 次に、2019年4月入社の新卒採用の状況です。

応募者の業界絞込みの早期化や地元への就職志向が依然として強いこと

などから、応募者数の確保に苦戦を強いられましたが、採用基準を保持しつ

つ、新卒世代の志向の傾向を念頭に活動した結果、１０月１日の内定者数

は、グループ全体で若干下回り、期初予想比 ▲11名の629名となりました。

• なお、内定者数629名の水準は、新聞報道によると、

日本企業全体では22位、理工系だけでは3位です。

• これは、メイテックグループであれば、安心してプロのエンジニアとして

生涯働き続けられるということが、労働市場において、一定のご理解、

共感を得ている一つの成果と考えております。

• これからも、エンジニアという働き方を世の中に訴求しながらも

メイテックグループの採用ブランドを、更に強固にしていきます。
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• 第２四半期決算公表時点の採用者数と退職率の見込みです。

• 退職率の見込みは、上半期実績を踏まえ、
メイテックは期初予想の5.1％から5.0％、
メイテックフィルダーズは期初予想の8.8％から8.7％に修正し
ました。
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• 稼働率の推移です。

• メイテック、メイテックフィルダーズ共に、
堅調な受注環境のもと、
新卒エンジニア社員、既存エンジニア社員共に順調に配属
を進められたことから、安定して推移しました。

• なお、メイテックフィルダーズは、
新卒エンジニア社員数が前年よりも約10名
少なかったこともあり、4月単月の稼働率は、前年よりも高
い数値でスタートしました。
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• 稼働人員数の推移です。

• 「エンジニア社員数の増員」並びに、受注と成約活動の
推進による「高い稼働率の維持」が達成できたため、
稼働人員数は順調に伸びています。
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• 稼働時間の推移です。

• 時間外労働の減少は昨年から引き続いております。
また、上半期については、祝日が多かったことに加え、
台風などの自然災害の影響もあり、
前年同期比、期初予想比、共に若干下回りました。

• 稼働時間は、お客さま先の業務指示の結果なので、
当社側でコントロールは不可能ではありますが、
稼働時間0.1時間の変動で売上高は約1％変動することから、
業績影響の大きい指標の一つであるため、
今後も継続して注視していきます。
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• 月間新規受注動向の推移です。

• 月間350件を超える新規受注件数をいただければ堅調、
200件を下回る水準は危険な状態、と判断してきました。

• 足元は製造業のお客さまが長い視点で技術開発投資を
進められていますので、実感としては明確に、その結果が新し
い受注の推移になっていると認識しています。
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• メイテックのお客さまの売上TOP10です。

• 順位に変動はありますが、TOP10圏内に入るお客さまに
大きな変化はありません。

• たえず、お客さまの中での新しいプロジェクト、
あるいは新しい技術開発テーマに即した、
成長セクター、分野、新しい技術領域へ
意図的な当社サイドのローテーションを図りながらも、我々
エンジニアの技術力を高めつつ、お客さまに対する付加価
値を高めていく取り組みを続けていきます。

• 特定のお客さまに偏（かたよ）らず、幅広くサービスを展開
することは、メイテックの強みです。
これからもその強みを強化していきたいと考えます。
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• 業種別の売上高です。

• 「自動車関連」の伸びが非常に顕著です。
広い分野や業種のお客さまと取引させて頂くことにより、特
定の分野や業種が厳しい状況にあっても、
意図的にエンジニアを他の業界や分野にシフトすることを
可能としています。

• これがメイテックの強みですので、これからもニーズ、市場
動向というものをしっかりと注視しながら対応していきたい
と考えています。

• 以上、2019年3月期第2四半期業績について、ご説明致し
ました。

22



• 続いて、2019年3月期の業績予想などを足元の状況を踏ま
えて修正しましたので、その概要を説明します。

23



• 2019年3月期のグループ連結の新たな業績予想と期初予
想との比較です。

• 連結の売上高は、上半期実績が概ね期初予想通りに推移
したため、970億円から修正はいたしません。
営業利益は、期初予想比＋4億円の120億円に修正いたし
ました。
これは販売管理費の減少を見込んでいるためです。

• 当期純利益は、期初予想比＋3億円の81億円に修正いた
しました。
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• 続いて、前期実績との比較です。
売上高は、前期比＋3.6％、＋34億円の増収、
営業利益は、前期比＋4.7％、＋5億円の増益予想としました。

• 当期純利益は、前期のような特別損益の発生を見込んで
いないため、前期比▲0.4％、▲0.3億円と、若干の減益予想
としました。

26



• メイテック単体の新たな業績予想と期初予想との比較です。

• 売上高は、稼働時間の低下を見込み、
期初予想比▲1億円の733億円としました。

• 売上高の下半期予想は、稼働率の上昇、
平均対価の上昇で補うことを見込んでいるため、
期初予想と略（ほぼ）同水準としました。

• 営業利益は、採用関連費用の減少などによる、
販売管理費の減少を見込み、期初予想比＋3億円の96億円
としました。

• 当期純利益は、期初予想比＋2億円の72億円としました。
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• 続いて、前期実績との比較です。

• 売上高は、前期比＋1.4% 、 ＋10.5億円の増収、
営業利益は、前期比＋2.8％ 、＋2.6億円の増益、
当期純利益は、前期比▲3.5％、▲2.6億円の減益予想とし
ました。

• これは、前期に計上した本社移転関連の
特別損益を見込んでいないこと、また、
税負担の軽減などが今期は無いためです。
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• メイテックフィルダーズの新たな業績予想と期初予想との比
較です。

• 上半期実績が期初予想を上回ったため、
売上高は、期初予想比＋2億円の190億円、
営業利益は、期初予想比＋0.5億円の16.5億円で微増としま
した。

• 売上高の下半期予想は、稼働時間の減少を見込んでいます
が、稼働人員数の増加と平均対価の上昇で補うことを見込
み、期初予想と略（ほぼ）同水準としました。

29



• 続いて、前期実績との比較です。
売上高は、前期比＋11.9％、20億円増収の190億円、
営業利益は、前期比＋13.2％、約2億円増益の約16億円とし
ました。
販売管理費は、前期比で＋14.8％増加していますが、
これは、採用関連費用の増加によるものです。

• 当期純利益は、前期比＋1.8％増益の10.5億円としました。
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• 利益配分の実績と予想についてご説明いたします。

• 今回、「利益配分に関する基本方針」の自己株式の保有
上限を、2百万株から発行済総数の5％に見直しました。

• 見直しの背景は、自己株式の保有上限を2百万株に設定し
てから10年が経過しており、その間、自己株式の取得およ
び消却に伴う発行済み株式数の減少により、
上限株数の持分比率が上昇したためです。

• 自己株式の保有上限以外に変更はありませんが、
今般、基本方針は変更させて頂きました。
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• 2017年5月11日の決算説明会でご説明しておりますが、中期
計画3ヶ年の利益配分計画についても変更はありません。



• 3ヶ年の利益配分計画で掲げた、
総還元性向80％程度、内訳は配当性向60％、
自己株式取得20％にそって配当を見直しました。

• 上半期の当期純利益が期初予想を上回ったため、
中間配当を見直し、期初予想比＋7円の
1株あたり84円に上方修正しました。

• また、年間の純利益予想は81億円に上方修正となったこと
から、配当性向60％に基づき、期末配当予想は
期初予想の92円から＋2円50銭の94円50銭とし、
年間配当予想は178円50銭としました。
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• 最後に、コーポレートガバナンス・コードの改訂に伴う対応につ
いてです。

• コード改訂の趣旨を踏まえ、取締役会で協議を重ねて、
議論を深め、コーポレートガバナンスに関する基本方針の他、
役員の選任基準などを改定し、
本日公表しましたので、のちほど当社ウェブサイトでご覧いた
だけると幸いです。

• 社外役員から、「会社の考えを積極的に開示すべき」との意見
もあり、エクスプレインは新たに6つ加えて、全部で7項目となり
ました。

• 今後も実効性を高められるよう、鋭意努力を続けて参ります。

• 私からの説明は以上です。
今後も皆様のご期待に応え続けられるよう、努力して参ります。
引き続き、ご理解、ご支援の程、宜しくお願い致します。
ご清聴、ありがとうございました
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